
効
果
を
見
込
む
こ
と
は
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
、
感
染
症
の
直
接

的
、
ま
た
は
間
接
的
な
影
響

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

市
民
の
生
命
、
暮
ら
し
を
守

る
こ
と
を
第
一
と
し
、
感
染

症
へ
の
対
応
を
最
優
先
と
し

つ
つ
も
、
市
民
福
祉
の
維
持

や
向
上
、
本
市
の
将
来
に
向

け
た
投
資
の
継
続
も
必
要
で

あ
る
。
厳
し
い
歳
入
環
境
が

見
込
ま
れ
る
が
、
民
間
活
力

の
活
用
な
ど
も
検
討
す
る
と

共
に
、
市
民
生
活
へ
影
響
が

生
じ
な
い
よ
う
、
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

 

県
内
16
市
の
比
較
に
つ
い

て
、
本
市
は
民
生
費
が
10
位
、

衛
生
費
が
11
位
、
商
工
費
が

14
位
、
教
育
費
が
９
位
と
、

平
均
額
に
も
至
っ
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
他

市
と
遜
色
な
く
市
民
の
暮
ら

し
に
寄
り
添
っ
た
福
祉
向
上

施
策
が
実
施
で
き
た
決
算
と

言
え
る
の
か
、
見
解
を
聞
き

た
い
。

　

 

市
民
１
人
当
た
り
の
税
額

で
見
る
と
、
固
定
資
産
税
と

都
市
計
画
税
が
県
内
他
市
と

比
較
し
て
低
い
。
一
方
で
、

個
人
市
民
税
と
法
人
市
民
税

は
高
い
。

　

県
内
他
市
で
は
、
海
側
地

域
の
個
人
市
民
税
が
高
く
、

平
野
部
で
大
企
業
の
製
造
所

や
研
究
所
が
進
出
し
て
い
る

都
市
の
法
人
市
民
税
が
高
く

な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
伊
勢

原
市
は
強
み
を
生
か
す
の
か
、

弱
み
を
克
服
す
る
の
か
、
方

向
性
に
つ
い
て
の
見
解
を
聞

き
た
い
。

　

【
税
務
担
当
部
長
】
本
市

に
お
け
る
市
民
１
人
当
た
り

の
市
税
額
の
状
況
は
、
他
市

と
比
較
し
て
、
法
人
市
民
税

収
の
寄
与
度
が
高
い
と
認
識

し
て
い
る
が
、
景
気
の
動
向

に
左
右
さ
れ
や
す
く
、
寄
与

度
が
高
ま
れ
ば
、
国
内
外
の

景
気
、
経
済
が
減
速
、
失
速

し
た
場
合
に
市
税
収
入
全
般

に
影
響
を
及
ぼ
す
懸
念
が
常

に
生
じ
る
。

　

本
市
の
強
み
を
生
か
し
、

持
続
可
能
な
都
市
運
営
を
展

開
す
る
た
め
に
、
法
人
市
民

税
自
体
は
も
と
よ
り
、
地
域

住
民
の
雇
用
機
会
の
拡
充
や

設
備
投
資
の
拡
充
に
よ
り
、

個
人
市
民
税
、
固
定
資
産
税

の
さ
ら
な
る
増
収
を
図
る
た

め
、
税
制
そ
の
他
の
支
援
策

を
積
極
的
に
講
じ
な
が
ら
、

市
内
外
か
ら
の
立
地
や
再
投

資
を
促
進
す
る
た
め
の
企
業

誘
致
の
推
進
に
よ
る
税
源
の

涵
養
策
に
地
道
に
着
実
に
取

り
組
む
こ
と
が
肝
要
と
考
え

る
。

　

 

健
全
化
に
向
け
た
他
市
の

取
り
組
み
で
は
、
公
社
を
解

散
し
て
い
る
団
体
も
あ
る
。

　

本
市
の
２
公
社
の
経
営
健

全
化
の
達
成
と
解
散
に
対
す

る
考
え
方
に
つ
い
て
見
解
を

聞
き
た
い
。

　

【
総
務
部
長
】
伊
勢
原
市

事
業
公
社
に
つ
い
て
は
、
中

小
企
業
集
団
化
事
業
の
事
業

用
借
地
権
が
令
和
７
年
７
月

ま
で
設
定
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
後
の
事
業
交
渉
の
在
り
方

に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は

決
定
し
て
い
な
い
。
な
る
べ

く
早
い
時
期
に
中
小
企
業
集

団
化
用
地
の
対
応
を
整
理
し
、

財
政
健
全
性
の
維
持
、
事
業

公
社
の
役
割
な
ど
を
総
合
的

に
勘
案
し
、
解
散
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
事
業
公
社
の

在
り
方
に
つ
い
て
整
理
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

伊
勢
原
市
土
地
開
発
公
社

に
つ
い
て
は
、
未
供
用
の
公

共
用
地
の
事
業
化
や
、
伊
勢

原
駅
北
口
整
備
事
業
に
係
る

代
替
用
地
の
活
用
の
可
能
性

を
可
能
な
限
り
早
く
見
極
め
、

事
業
の
進
捗
に
合
わ
せ
、
順

次
財
源
確
保
を
図
り
な
が
ら

債
務
の
縮
減
等
に
努
め
た
い
。

　

 

義
務
的
経
費
の
増
加
に
よ

る
行
財
政
改
革
と
し
て
、
適

正
な
定
員
管
理
や
市
債
の
新

規
借
入
れ
の
抑
制
に
取
り
組

む
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
に
つ
い
て
の
対

策
と
し
て
、
具
体
的
な
取
り

組
み
の
内
容
を
聞
き
た
い
。

　

【
企
画
部
長
】
扶
助
費
を

は
じ
め
、
義
務
的
経
費
は
削

減
の
難
し
い
経
費
で
あ
る
。

特
に
、
感
染
症
の
影
響
へ
の

対
応
と
し
て
、
短
期
に
削
減

　

【
企
画
部
長
】
令
和
２
年

度
に
お
い
て
も
、
国
の
社
会

保
障
施
策
を
適
切
に
執
行
す

る
と
共
に
、
市
の
重
点
施
策

で
あ
る
子
育
て
環
境
づ
く
り

の
ほ
か
、
防
災
・
減
災
対
策

に
も
注
力
し
た
。

　

市
独
自
の
福
祉
向
上
施
策

と
し
て
は
、
通
院
に
係
る
小

児
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢

の
拡
大
、
中
学
校
給
食
の
全

校
実
施
に
向
け
た
配
膳
室
の

整
備
、
ま
た
、
防
災
・
減
災

の
た
め
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
更
新
な
ど
、
市
民
福
祉
向

上
を
図
っ
た
。

　

市
民
１
人
当
た
り
の
款
別

の
決
算
額
の
う
ち
、
民
生
費

な
ど
は
県
内
16
市
の
平
均
金

額
に
は
至
っ
て
い
な
い
も
の

の
、
決
算
総
額
に
対
す
る
割

合
で
見
る
と
、
民
生
費
は
県

内
平
均
を
０
．
３
ポ
イ
ン
ト

上
回
っ
た
予
算
配
分
と
な
っ

て
お
り
、
ま
た
、
教
育
費
も

平
均
並
み
の
配
分
と
な
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
る

と
、
決
し
て
他
市
と
比
較
し

て
も
、
本
市
の
福
祉
施
策
等

が
見
劣
っ
て
い
る
状
況
で
は

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　

 

令
和
２
年
度
の
行
財
政
改

革
に
お
け
る
取
り
組
み
と
成

果
お
よ
び
評
価
と
課
題
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

　

【
市
長
】
計
画
の
取
組
項

目
中
、
約
７
割
が
計
画
以
上

か
、
お
お
む
ね
計
画
ど
お
り

と
の
進
捗
結
果
と
な
り
、
歳

入
、
歳
出
の
実
績
効
果
額
は

総
額
４
億
円
弱
と
な
っ
た
。

当
初
の
効
果
見
込
額
か
ら
３

千
万
円
程
上
回
る
実
績
効
果

と
な
り
、
総
じ
て
計
画
は
遅

滞
な
く
堅
調
に
進
捗
し
て
い

る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
や

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ

ム
の
導
入
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
業
務
効
率
化
を
積

極
的
に
推
進
し
た
ほ
か
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
拡
充

に
よ
る
国
民
健
康
保
険
税
の

収
納
率
向
上
な
ど
、
財
政
基

盤
の
強
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
着
実
に
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
年
度
は
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
の
検
証
を
行

う
と
共
に
、
社
会
経
済
情
勢

等
の
変
化
や
喫
緊
の
行
政
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
必
要

な
中
間
見
直
し
を
行
い
、
３

年
度
か
ら
の
取
り
組
み
に
反

映
さ
せ
た
。
残
り
の
計
画
期

間
で
あ
る
３
年
度
、
４
年
度

に
お
い
て
も
、
新
規
を
含
む

中
間
見
直
し
後
の
取
り
組
み

を
着
実
に
推
進
す
る
と
共
に
、

計
画
の
理
念
で
あ
る
行
政
の

経
営
体
質
の
改
善
の
実
現
に

向
け
、
様
々
な
行
財
政
運
営

の
改
善
に
注
力
し
、
総
合
計

画
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
に

寄
与
す
る
こ
と
で
、
市
民
に

と
っ
て
よ
り
住
み
や
す
い
ま

ち
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。

２
公
社
の
経
営
健
全
化
に
向
け
た

債
務
残
高
の
縮
減
に
つ
い
て

い
せ
は
ら
未
来
会
議

相
馬　

欣
行
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義
務
的
経
費
と
投
資
的

経
費
に
つ
い
て公

明
党

中
山
真
由
美

市
民
の
暮
ら
し
の
状
況

の
基
本
認
識
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

川
添　

康
大

市
税
か
ら
考
え
る
市
政
の

方
向
性
に
つ
い
て

創
政
会

舘　
　

大
樹

　

総
括
質
疑
と
は
、
本
会
議
で
市
長
等

（
執
行
機
関
）
に
対
し
て
総
括
的
な
疑
問

や
不
明
確
な
点
を
問
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

予
算
や
決
算
の
議
案
内
容
は
膨
大
な
た

め
、
総
括
質
疑
の
後
、
３
つ
の
常
任
委
員

会
で
、
よ
り
具
体
的
な
審
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

９
月
定
例
会
で
は
、
５
人
の
議
員
が
会
派
を
代
表
し
て

令
和
２
年
度
決
算
に
対
す
る
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

第
５
次
行
財
政
改
革
推
進
計
画

の
令
和
２
年
度
に
お
け
る
取
組

と
成
果

い
せ
は
ら
進
誠
会

山
田　

昌
紀

市 議 会 の 日 程

令和２年度 議会費決算
令和２年度の議会費決算は次のとおりです。
なお、市の一般会計（歳出）に占める割合は約１％です。

1億346万3,100円

　2,939万6,100円

　6,739万7,143円

　

4,733万6,525円

0円

1,360円

40,200円

203万7,902円

　375万584円

496万3,332円

414万1,962円

189万4,091円

2億6,442万2,299円

報 酬

給 料

職員手当等

共 済 費

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

役 務 費

委 託 料

使用料及び

賃 借 料

負担金、補助

及び交付金

合 　 計

・議員報酬

・職員給料

・議員期末手当

・職員諸手当

・議員共済費

・職員共済費

・普通旅費

・議長交際費

・議会だより印刷代

・図書追録代

・議会だより配布手数料

・会議録反訳料

・インターネット映像配信

　システム管理運営

・インターネット映像配信用

　設備賃借料

・政務活動費交付金

・議長会等負担金

区　　分 金　　額 主な内容


